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｢少数多体系における量子カオスと関連する諸問題｣
3.まとめ
以上オゾン分子の光解離反応について､遷移状態領域でのポテンシャル面の様相や反応分子
の準安定な振動運動に関する情報が吸収スペクトルから直接引き出される過程を述べたが､こ
のことはオゾン分子に限らずかなり一般的にみられると考えられる.CO2分子の光幅軌こついて
は､遷移状態分光と関連していくつかの理論的研究も行われている[9,10]｡光解離過程の吸収
スペクトルは準安定な振動運動の直接観測を可能にし､分子系の振動カオスの問題と関連させ
て興味ある研究材料を与える｡
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